
 

 
  

 
 

 
 
 
 

  未支給年金は一時所得 

Ｑ：夫が亡くなり、未支給年金を受け取り

ました。これは、相続財産になるのですか？  

 

Ａ：年金受給者の一時所得となります。 

【解説】 

年金は、死亡した月の分まで支給されるこ

ととなっていますので、支給を受けずに本人

が亡くなった場合には、親族が請求すること

によって受け取りができることになっていま

す。 

この未収の年金が相続財産になるかどうか

については、平成７年の最高裁の判決で、年

金給付の受給権者が死亡して未支給年金があ

る場合、配偶者、子、父母、孫、祖父母又は

兄弟姉妹であって、生計を同じくしていたも

のは、自己の名でその未支給年金を請求する

ことができるとする国民年金法の規定からは、

「年金法は相続とは別の立場から一定の遺族

に対して未支給の年金給付の支給を認めたも

のであり、死亡した受給権者が有していた年

金給付に係る請求権が法律の規定を離れて、

別途相続の対象になるものではないことは明

らかである」とする考え方が示されています。 

つまり、年金の受給権は、年金法で規定さ

れている遺族が原始的に取得するものであり、

相続財産には該当しないとされたわけです。 

したがって、相続人等が受け取った被相続

人の未支給年金は、一時所得となり所得税の

対象になることになります。 
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